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はしがき 

喫緊の課題である建築物の省エネルギー化を達成するためには、建築物を設計した

時点でエネルギー消費量を評価し、より適切な設計に誘導していくことが重要である。

しかし、非住宅建築物については、建築物全体のエネルギー消費量を統一的な考えで

評価する手法はなく、このような評価は殆ど行われていないのが実態である。 

建築研究所ではこのような課題に対応するために,平成 23 年度から個別研究開発

課題として省エネ基準運用強化に向けた住宅・建築の省エネルギー性能評価手法の高

度化(平成 23〜25 年度)」を行い、非住宅建築物の省エネルギー基準に適用可能な一

次エネルギー消費量を指標とする総合的評価方法の開発を行った。 

これらの課題のうち,非住宅建築物の空調・給湯システムの制御に関する評価方法

の検討については、国土交通省建築基準整備促進事業の調査事項「36 空調システム等

の最適制御による省エネルギー効果に関する実証的評価(平成 23〜24 年度)」を実施

した事業主体(高砂熱学工業株式会社、新菱冷熱工業株式会社、三機工業株式会社、

ダイダン株式会社)との共同研究により実施した。建築研究所はこの共同研究で、調

査研究の計画策定、研究成果の取りまとめに関して主たる役割を果たした他、個別の

実験・調査等に関しても事業主体とともに研究を行い、最終的に非住宅建築物の制御

によるエネルギー消費性能の評価手法を提案している。 

本資料は,上記の建築基準整備促進事業「36空調システム等の最適制御による省エ

ネルギー効果に関する実証的評価」において、平成 23 年度〜24 年度の 2 カ年で実施

した調査報告書を再構成し、2 年間の調査内容全体がよりわかりやすくなるように取

りまとめたものである。本資料では、平成 25 年に改正された省エネルギー基準にお

ける制御の評価方法の背景にある基礎的情報が詳細に整理されており、大変重要な資

料である。本資料が、省エネルギー基準をよりよく理解するうえで、また、省エネル

ギー性能の優れた住宅・建築物を設計するうえで役立てられることを期待する。

平成 28 年 7 月 

国立研究開発法人建築研究所 

理事長 坂本雄三 
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概  要 

 

 

 本調査は、非住宅建築物の省エネルギー基準に適用可能な、一次エネルギー消費量

を指標とする総合的評価方法を開発するため、空調及び給湯システムの制御について、

その分類を行うとともに、実建物におけるデータ収集を実施して各制御による省エネ

ルギー効果を明らかにすることを目的とする。建築物の一次エネルギー消費量の評価

においては、機器等のハードウェアの性能だけではなく、これらを効率良く動かすた

めの自動制御の性能を評価することも重要である。本調査では、空調システム、給湯

システムに関する自動制御を対象として、設計図書の調査、実務者へのヒアリング調

査及び現場調査を実施して、その分類を作成するとともに、実建物における実測デー

タ分析を実施して、各制御についてその省エネルギー効果を明らかにし、省エネルギ

ー基準における一次エネルギー消費量評価手法の開発のための基礎的な情報として

取り纏めた。 
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ABSTRUCT 

 

 

In order to develop a general evaluation method to calculate the primary energy consumption 

that is applicable to the energy efficiency standard of the commercial buildings, this research 

shows the classification of automatic control systems of air-conditioning system and hot 

water supply system in commercial buildings and the energy consumption reduction effects of 

each control method from the analysis results of operational data measured in actual 

buildings. In order to develop an accurate evaluation method to estimate the energy 

consumption, it is important to consider not only hardware (equipment) performance but also 

software (control system) performance. In this research project, we carried out the 

investigation into existing design documents, the hearing investigation and the analysis of 

measured operation data and we organized these analysis results as basic information for 

development of the primary energy consumption evaluation technique in the energy 

efficiency standard. 
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